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2002年 出上の木簡

徳
島
・
常

〓
一島
遺
跡

所
在
地
　
　
　
徳
島
市
南
常
三
島
町
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
二
年

（平
７
）
人
月
―

一
九
九
六
年
三
月

一
一　
一
九
九
六
年
六
月
―
八
月

〓
一　
一
九
九
六
年
七
月
―

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
徳
島
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

調
査
担
当
者
　
橋
本
達
也

遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

（武
家
屋
敷
）
跡

遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

（
一
人
世
紀
―
幕
末
主
体
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

「常
三
島
」
は
蜂
須
賀
入
部
以
来

一
七
世
紀
前
葉
ご
ろ
ま
で
は
、
舟
入
と
し

て
、
「阿
波
水
軍
」
の
根
拠
地
と
な
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
千
潟
の

よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
、
元
和
元
年

（
三
全

五
）
の
一
国

一
城
令
な

ど
諸
般
の
事
情
に
よ
り
武
家
屋
敷
地
が
必
要
と
な
り
、
新
た
に
造
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
構
は
こ
の
時
期
以
降
と
な
る
が
、　
一
人
世
紀
後

葉
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
の
遺
物
が
多
い
。
木
簡
出
土
遺
構
の
時
期
決
定
は
、

整
理
途
上
の
た
め
十
分
で
は
な
い
が
、
右
の
間
に
使
用

・
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
。

屋
敷
地
内
か
ら
は
多
数
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
木
製
品
は
、

屋
敷
境
を
区
画
す
る
用
排
水
路
か
ら
も

っ
と
も
多
く
出
土
す
る
。
こ
の
溝
は
、

そ
れ
ま
で
小
規
模
で
あ
っ
た
も
の
が
、　
一
人
世
紀
後
半
に
洪
水
対
策
と
し
て
、

二
条
の
大
規
模
な
溝
に
作
り
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
も
と
も
と
千

潟
を
造
成
し
た
土
地
の
た
め
、
今
日
で
も
地
下
水
位
が
高
く
、
概
し
て
木
製
品

の
残
存
状
況
は
良
好
で
あ
る
。

木
簡
は
、　
一
の
調
査
で
六
点

（溝
Ｓ
Ｄ
〇
一一か
ら
一
点
、
溝
Ｓ
Ｄ
〇
四
か
ら
四
点
、

土
坑
Ｓ
Ｋ
六
九
か
ら
一
点
）、
二
の
調
査
で
三
占
〔
（土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ
三
・
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
三

二
・
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
一
か
ら
各
一
点
）、
三
の
調
査
で
二
占
【
（土
坑
Ｓ
Ｋ
四
四
二
・
土
坑

Ｓ
Ｋ
六
〇
一
か
ら
各

一
占
一
出
土
し
た
。
今
回
は
そ
の
う
ち
釈
読
可
能
な
も
の
と

し
て
、　
一
の
調
査
で
溝
３
Ｄ
〇
四
か
ら
出
土
し
た
う
ち
の
二
点
と
、
二
の
調
査

で
土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ
三
か
ら
出
土
し
た

一
点
を
紹
介
す
る
。
溝
Ｓ
Ｄ
〇
四
は
屋
敷
地

区
画
の
用
排
水
路
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
三
は
屋
敷
地
内
の
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
地
は
徳
島
城
の
北
端
を

流
れ
る
助
任
川
を
は
さ
ん
で
、

城
の
北
東
に
位
置
す
る
。　
一
は

徳
島
大
学
工
学
部
光
応
用
工
学

科
棟
の
新
築
、
二
は
工
学
部
サ

テ
ラ
イ
ト

・
ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ビ

動

ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
新

徳

築
、
三
は
工
学
部
機
械
工
学
科

く

棟
の
新
築
に
伴
う
調
査
で
あ
る
。
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８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
光
応
用
工
学
科
棟
地
点

ω

　

「牧
安
太
郎
殿
」

②
　
。
「大
江
山い
く
乃

ゝ
道
の

と
を
け
れ
ば
」

。
「
五
拾
九
小
式
部
内
侍

　

」

ω
は
板
目
材
で
、
上
下
と
も
切
り
折
り
。
品
目
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
荷

札
木
簡
と
思
わ
れ
る
。
屋
敷
を
区
画
す
る
溝
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
寛
政
八
年

盆

七
九
二Ｃ

の
御
山
下
絵
図
に
よ
る
と
、
「牧
梶
五
郎
」
の
屋
敷
と
記
さ
れ
て

い
る
。
牧
家
の
記
録
と
し
て
は

「梶
五
郎
」
名
の
記
録
し
か
残

っ
て
お
ら
ず
、

こ
の

「安
太
郎
」
が
当
主
の
名
前
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
②
は
板
目
材
を

上
下
左
右
と
も
丁
寧
に
切
断
し
、
長
方
形
に
仕
上
げ
て
い
る
。
か
る
た
小
倉
百

人

一
首
の
五
九
番
、
小
式
部
内
侍
の
読
み
札
で
あ
る
。
こ
れ
も
い
と
同
じ
溝
か

ら
の
出
土
で
、
牧
家
の
持
ち
物
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
一　
工
学
部
サ
テ
ラ
イ
ト

・
ベ
ン
チ
ヤ
ー

・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
地
点

①
　
。
「
　
　
か
な
し
け
れ
」

。
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右
側
三
分
の
二
ほ
ど
が
欠
損
し
て
い
る
が
、　
一
②
と
同
様
の
作
り
で
あ
る
。

同
じ
く
百
人

一
首
で
、
二
三
番
大
江
千
里
の
読
み
札
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
徳
島
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
福
家
清
司
氏
、

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
の
根
津
寿
夫
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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